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言語活動に関する高等学校学習指導要領改訂案の記述例（抜粋）

総則

第１ 教育課程編成の一般方針

１ （中略）

学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，生徒に生きる力

をはぐくむことを目指し，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する

中で，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを活用して

課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐく

むとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を生かす教育の充実

に努めなければならない。その際，生徒の発達の段階を考慮して，生徒の言

語活動を充実するとともに，家庭との連携を図りながら，生徒の学習習慣が

確立するよう配慮しなければならない。

地理歴史

第２款 各科目

第１ 世界史Ａ

２ 内容

(3) 地球社会と日本

オ 持続可能な社会への展望

現代世界の特質や課題に関する適切な主題を設定させ，歴史的観点

から資料を活用して探究し，その成果を論述したり討論したりするな

どの活動を通して，世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の

実現について展望させる。

公民

第２款 各科目

第２ 倫理

３ 内容の取扱い

(2) 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

ウ 内容の(3)については，次の事項に留意すること。

(ｲ) イについては，アの学習を基礎として，学校や生徒の実態等に応

じて課題を選択し，主体的に探究する学習を行うよう工夫すること。

その際，イに示された倫理的課題が相互に関連していることを踏ま

えて，学習が効果的に展開するよう留意するとともに，論述したり

討論したりするなどの活動を通して，自己の確立を促すよう留意す

ること。

数学

第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

３ 指導に当たっては，各科目の特質に応じ数学的活動を重視し，数学を学習

する意義などを実感できるようにするとともに，次の事項に配慮するものと

する。

(3) 自らの考えを数学的に表現し根拠を明らかにして説明したり，議論した

りすること。
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理科

第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

２ 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

(1) 各科目の指導に当たっては，観察，実験などの結果を分析し解釈して自

らの考えを導き出し，それらを表現するなどの学習活動を充実すること。

保健体育

第２款 各科目

第１ 体 育

３ 内容の取扱い

(6) 筋道を立てて練習や作戦について話し合う活動などを通して，コミュニ

ケーション能力や論理的な思考力の育成を促し，主体的な学習活動が充実

するよう配慮するものとする。

芸術

第２款 各科目

第１ 音楽Ⅰ

３ 内容の取扱い

(6) 内容のＢの指導に当たっては，楽曲や演奏について根拠をもって批評する活動などを取

り入れるようにする。

第４ 美術Ⅰ

３ 内容の取扱い

(4) 内容のＢの指導に当たっては，作品について互いに批評し合う活動など

を取り入れるようにする。

（※工芸Ⅰ、書道Ⅰについても同様の記述）

外国語

第２款 各科目

第２ コミュニケーション英語Ⅰ

３ 内容の取扱い

(1) 中学校におけるコミュニケーション能力の基礎を養うための総合的な指

導を踏まえ，聞いたことや読んだことを踏まえた上で話したり書いたりす

る言語活動を適切に取り入れながら，四つの領域の言語活動を有機的に関

連付けつつ総合的に指導するものとする。

家庭

第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

２ 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

(2) 子どもや高齢者など様々な人々と触れ合い，他者とかかわる力を高める

活動，衣食住などの生活における様々な事象を言葉や概念などを用いて考

察する活動，判断が必要な場面を設けて理由や根拠を論述したり適切な解

決方法を探究したりする活動などを充実すること。
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情報

第２款 各科目

第１ 社会と情報

３ 内容の取扱い

(3) 内容の(3)のアについては，望ましい情報社会の在り方と情報技術の適

切な活用について生徒が主体的に考え，討議し，発表し合うなどの活動を

取り入れること。

総合的な学習の時間

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

(2) 問題の解決や探究活動の過程においては，他者と協同して問題を解決しようと

する学習活動や，言語により分析し，まとめたり表現したりするなどの学習活動

が行われるようにすること。

特別活動

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

(3) 〔学校行事〕については，（中略）。また，実施に当たっては，幼児，

高齢者，障害のある人々などとの触れ合い，自然体験や社会体験などの体

験活動を充実するとともに，体験活動を通して気付いたことなどを振り返

り，まとめたり，発表し合ったりするなどの活動を充実するよう工夫する

こと。


